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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 4,958 △12.8 △15 － △18 － △61 －

29年３月期第２四半期 5,688 － 110 － 97 － 56 －
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 24百万円( －％) 29年３月期第２四半期 △279百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 △2.75 －

29年３月期第２四半期 2.52 －
　

(注) 当社は平成30年３月期第１四半期連結会計期間より会計方針の変更を行っており、平成29年３月期第２四半期の対
前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正を行ったため、記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 20,212 12,836 61.6

29年３月期 20,592 12,888 60.7
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 12,445百万円 29年３月期 12,491百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 3.00 － 3.00 6.00

30年３月期 － 3.00

30年３月期(予想) － 3.00 6.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,800 △10.6 165 △55.6 195 △53.4 26 △90.4 1.16
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

(注) 対前期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正を行ったため、遡及修正後の前期数値と比較して記載しておりま
す。

決算短信（宝印刷） 2017年11月06日 13時59分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の移動）
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細につきましては、添付資料10ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(４)四半期連結財務諸表に関す
る注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 26,180,000株 29年３月期 26,180,000株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 3,775,793株 29年３月期 3,775,793株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 22,404,207株 29年３月期２Ｑ 22,404,207株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述についてのご注意)

本資料に記載されている業績等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧米向けに輸出が回復したことや円安による企業収益の押し

上げなどにより緩やかに回復しており、雇用情勢改善を受けた個人消費も回復の兆しがみられております。世界経

済も欧米を中心とした緩やかな回復が見込まれますが、米国トランプ政権の政策運営動向や北朝鮮情勢の緊迫化な

どの懸念材料もあり先行きについては不透明な状況となりました。

このような経営環境のもと、当企業グループは、流体計測ビジネスに特化し、特徴のある独自路線を歩み、世界

市場に果敢に挑戦することを目指し、今期最終年度を向かえる中期経営計画「ADVANCE 2018」のもと、「販路（市

場）拡大」「販管費率の改善」「システムビジネスの改革」の基本方針に基づく諸施策を積極的に推進してまいり

ました。

しかしながら、下記事業部門別の状況での事由により、当第２四半期連結累計期間の受注高は、5,434百万円

（前年同四半期比2.2%減）、売上高は4,958百万円（同12.8%減）、利益面では営業損失15百万円（前年同四半期は

営業利益110百万円）、経常損失18百万円（前年同四半期は経常利益97百万円）、親会社株主に帰属する四半期純

損失61百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益56百万円）となりました。

事業部門別の状況については、次のとおりであります。

(センサ部門)

国内の設備投資は若干一服感がある中、中期経営計画に基づき「販路（市場）拡大」を進めた結果、受注、売

上は油脂・塗料関連業界向けが増加しましたが、石油関連業界向けが価格競争激化などにより低迷し、受注高は

3,367百万円（前年同四半期比3.0％減）、売上高は3,191百万円（同10.2％減）となりました。

(システム部門)

国土強靭化対策の国内案件が好調だったことにより、受注高は924百万円（同14.0％増）となりましたが、シ

ステム案件は売上までに時間を要するものもあることから売上高は658百万円（同23.7％減）となりました。

(サービス部門)

保全計画サポートサービスを展開し受注・売上拡大に注力しましたが、国内の石油業界再編や設備投資の低迷

による影響のほか定期修理の間隙期にあたったため返送修理・出張修理が減少し、受注高は1,142百万円（同

10.1％減）、売上高は1,108百万円（同12.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ379百万円減少し、20,212百万円と

なりました。流動資産は前連結会計年度末に比べ537百万円減少し、10,077百万円となりました。これは主に現金

及び預金が242百万円、商品及び製品が207百万円、仕掛品が100百万円、原材料及び貯蔵品が97百万円増加しまし

たが、受取手形及び売掛金が1,221百万円減少したことによるものであります。固定資産は157百万円増加し、

10,134百万円となりました。これは主に保険積立金は350百万円減少しましたが、日本生命保険相互会社の保有借

地権及び建物持分の買取りがあり、建物及び構築物が265百万円、土地が149百万円増加したことによるものであり

ます。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ327百万円減少し、7,375百万円とな

りました。流動負債は前連結会計年度末に比べ395百万円減少し、3,392百万円となりました。これは主に支払手形

及び買掛金が280百万円、賞与引当金が106百万円減少したことによるものであります。固定負債は67百万円増加

し、3,983百万円となりました。これは主に本社ビルテナントの預り保証金が51百万円、長期借入金が29百万円増

加したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ51百万円減少し、12,836百万円と

なりました。これは主にその他有価証券評価差額金が84百万円増加しましたが、利益剰余金が128百万円減少した

ことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間における業績の動向を勘案し、平成30年３月期通期連結業績予想(平成29年５月12日

公表)を変更しております。詳細につきましては、平成29年11月６日に公表いたしました「業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照下さい。

なお、業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,897,230 3,139,876

受取手形及び売掛金 5,502,397 4,281,113

商品及び製品 397,530 605,336

仕掛品 329,375 429,966

原材料及び貯蔵品 1,142,763 1,240,301

その他 359,206 393,694

貸倒引当金 △13,513 △12,687

流動資産合計 10,614,991 10,077,600

固定資産

有形固定資産

土地 5,604,545 5,753,821

その他（純額） 2,174,091 2,442,536

有形固定資産合計 7,778,637 8,196,357

無形固定資産 397,379 397,267

投資その他の資産

その他 1,814,807 1,554,858

貸倒引当金 △13,650 △13,650

投資その他の資産合計 1,801,157 1,541,208

固定資産合計 9,977,173 10,134,833

資産合計 20,592,165 20,212,434
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,140,869 860,823

短期借入金 1,192,975 1,232,825

未払法人税等 58,905 49,251

賞与引当金 473,797 367,095

製品回収関連損失引当金 4,298 3,536

資産除去債務 4,100 4,100

その他 913,206 874,897

流動負債合計 3,788,152 3,392,530

固定負債

長期借入金 553,165 582,376

再評価に係る繰延税金負債 1,513,700 1,513,700

役員退職慰労引当金 11,537 11,866

環境対策引当金 13,066 5,774

退職給付に係る負債 1,364,560 1,374,027

資産除去債務 21,883 21,901

その他 437,677 473,666

固定負債合計 3,915,591 3,983,313

負債合計 7,703,744 7,375,843

純資産の部

株主資本

資本金 2,200,000 2,200,000

資本剰余金 2,124,989 2,124,989

利益剰余金 4,988,630 4,859,789

自己株式 △402,932 △402,932

株主資本合計 8,910,687 8,781,846

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 171,612 256,290

土地再評価差額金 3,386,928 3,386,928

為替換算調整勘定 280,713 263,499

退職給付に係る調整累計額 △258,026 △243,052

その他の包括利益累計額合計 3,581,227 3,663,665

非支配株主持分 396,505 391,078

純資産合計 12,888,421 12,836,590

負債純資産合計 20,592,165 20,212,434
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 5,688,153 4,958,082

売上原価 3,658,847 3,060,972

売上総利益 2,029,306 1,897,109

販売費及び一般管理費 1,919,262 1,912,336

営業利益又は営業損失（△） 110,043 △15,227

営業外収益

受取利息 5,549 6,541

受取配当金 11,692 8,430

持分法による投資利益 381 －

受取賃貸料 12,799 34,823

保険返戻金 8,178 53,121

その他 13,766 26,183

営業外収益合計 52,368 129,100

営業外費用

支払利息 14,475 12,269

賃貸収入原価 956 37,343

為替差損 49,372 78,931

持分法による投資損失 － 2,963

その他 224 1,235

営業外費用合計 65,028 132,743

経常利益又は経常損失（△） 97,384 △18,869

特別利益

固定資産売却益 27 －

環境対策引当金戻入額 264 －

特別利益合計 291 －

特別損失

有形固定資産除却損 348 2,915

営業所建替関連損失 986 －

特別損失合計 1,334 2,915

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

96,341 △21,785

法人税、住民税及び事業税 36,683 56,495

法人税等調整額 3,213 △18,946

法人税等合計 39,897 37,548

四半期純利益又は四半期純損失（△） 56,443 △59,334

非支配株主に帰属する四半期純利益 50 2,293

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

56,393 △61,628
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 56,443 △59,334

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,202 84,677

為替換算調整勘定 △348,318 △15,253

退職給付に係る調整額 14,725 14,974

持分法適用会社に対する持分相当額 △538 △285

その他の包括利益合計 △336,333 84,112

四半期包括利益 △279,889 24,777

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △232,180 20,809

非支配株主に係る四半期包括利益 △47,708 3,968
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

96,341 △21,785

減価償却費 193,647 195,911

貸倒引当金の増減額（△は減少） 150 △835

製品回収関連損失引当金の増減額（△は減少） △9,800 △762

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,250 △106,376

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 55,443 24,964

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 346 294

環境対策引当金の増減額（△は減少） △318 △7,291

受取利息及び受取配当金 △17,242 △14,971

支払利息 14,475 12,269

持分法による投資損益（△は益） △381 2,963

保険解約返戻金 △8,178 △53,121

営業所建替関連損失 986 －

固定資産売却損益（△は益） △27 －

固定資産除却損 348 2,915

売上債権の増減額（△は増加） 757,442 1,228,730

たな卸資産の増減額（△は増加） △129,452 △403,952

仕入債務の増減額（△は減少） △603,763 △294,373

その他 △66,427 23,745

小計 303,839 588,324

利息及び配当金の受取額 18,045 15,771

利息の支払額 △14,738 △12,269

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △193,639 △66,220

営業活動によるキャッシュ・フロー 113,506 525,606
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △233,510 △30,114

定期預金の払戻による収入 69,678 30,969

有形固定資産の取得による支出 △284,753 △597,502

有形固定資産の売却による収入 69 －

無形固定資産の取得による支出 △66,685 △56,449

投資有価証券の取得による支出 △60 △60

営業所建替関連費用の支出 △986 －

貸付けによる支出 △8,061 △2,679

貸付金の回収による収入 2,499 3,034

保険積立金の積立による支出 △44,299 △13,409

保険積立金の解約による収入 64,714 426,586

その他 1,943 21,473

投資活動によるキャッシュ・フロー △499,450 △218,151

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △146,222 14,857

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △160,896 △150,936

リース債務の返済による支出 △26,905 △42,868

配当金の支払額 △89,616 △67,212

非支配株主への配当金の支払額 △5,599 △9,446

財務活動によるキャッシュ・フロー △229,240 △55,606

現金及び現金同等物に係る換算差額 △154,446 △6,911

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △769,631 244,937

現金及び現金同等物の期首残高 3,398,964 2,588,155

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,629,333 2,833,093
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

従来、連結子会社が行っている不動産賃貸事業及び保険代理業務に関わる収入を売上高に計上しておりました

が、第１四半期連結会計期間に、当社が日本生命保険相互会社（以下、日本生命）から共同保有していた本社ビル

の日本生命保有部分を買取った結果、日本生命が行っていた賃貸事業を引継ぐことになったことを機会に、連結子

会社が行っている両事業の当企業グループにおける位置づけを見直しました。その結果、両事業とも当企業グルー

プ全体においては、主たる事業ではなく付随事業として扱うことが適切と判断いたしました。そのため、第１四半

期連結会計期間より、連結子会社が行っている不動産賃貸事業及び保険代理業務に関わる収入を、それぞれ営業外

収益の「受取賃貸料」、「その他」で計上する方法に変更いたしました。

また、「受取賃貸料」に対応する費用は、主に販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、第１四半期連結

会計期間より営業外費用の「賃貸収入原価」に計上する方法に変更いたしました。当該会計方針の変更は遡及適用

され、前第２四半期連結累計期間については、遡及適用後の四半期連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高は8,787千円減少し、営業利益は

7,831千円減少いたしましたが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響ありません。
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